





































































































































































































































































































































































































































































































































































フステッドの著作（Hofstede,G.,Cultures and Organizations : Software of 








ドの数字は 39 であるが、それがロシア調査では 2002 年に 55 となり、
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が коллективность で あ る。 こ れ ら か ら 判 断 す る と、 と り あ え ず、
коллективность が Gemeinshaft（すなわち、коллектив）の性格をあらわ
す概念として位置づけられていることがわかる。
　 他 方 で、 露 語 版「 ド イ ツ・ イ デ オ ロ ギ ー」 で は、коллектив は
Gemeinshaft に対応し、「集団」概念が「共同（体）」という意味あいを
含んだものとして利用されている。しかしながら、この Gemeinshaft は、
テンニース（F. Tönnies）のいう Gemeinshaft と Gesellshaft との二分法での
Gemeinshaft ではなく、その Gemeinshaft が社会主義段階において新たに
生まれ変わったものである、とソ連邦では解釈されていた。なぜならば、
共産主義段階の交通関係を論じている「ドイツ・イデオロギー」の当該
箇所において、独語の露訳として、Gemeinshaft に общность ではなくあ














































































例えば、図表 10 や図表 11 はその一例である。前者はカザフ共和国の肉
かん詰コンビナートにおいて実施された労働規律違反調査であり、後者
- 1 -
調 査 人 数：人
基礎的な コンビナート全体 冷蔵工場 ソーセージ工場 第一加工工場 かん詰工場 工業製品工場 医薬品工場
規律違反 (2853 人) (194 人) (361 人) (629 人) (504 人) (76 人) (175 人)
違反数 割合 違反数 割合 違反数 割合 違反数 割合 違反数 割合 違反数 割合 違反数 割合
出勤秩序:
(1)欠勤，遅刻 244 47.8 28 58.3 38 52.8 54 54.5 40 51.9 6 75.0 6 54.5
(2)酩酊出勤 60 11.8 8 16.7 16 22.3 13 13.1 6 7.8 - - 3 27.3
作業過程で:
(1)作業拒否 75 14.7 4 8.3 8 11.1 7 7.1 12 15.6 - - 1 9.1
(2)管理者の命
令の未遂行 71 13.9 4 8.3 5 6.9 16 16.2 10 13 1 12.5 - -
(3)生違工程の
違反 60 11.8 4 8.3 5 6.9 9 9.1 9 11.7 1 12.5 1 9.1
計 510 100 48 100 72 100 90 100 77 100 8 100 11 100
労働槻律の違反の原因 回答者の数 全体への割合（％）
飲酒と二日酔 3, 329 56.2
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（Овчинников, Д. Л.）が 2006 年にモスクワ大学に提出した学位申請論文
「ロシアと日本の企業文化：比較分析」（Корпоративная культура в России 
и Японии : Сравнительный анализ）（26）がある。彼は、科学的文献や公式
記録を読み込み日本とロシアの企業文化の特色を研究した結果として、
つぎのような「結論」を提示している。


















　1960 年代の後半から 70 年代にかけて日本が経済大国として再び世界
の注目を集めるとともに、日本人には（欧米人の眼からみて）特殊で独
特な行動様式がみられるという「神話」が急速に広まり、日本人の典型
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